
【生薬の同定と品質評価】   
到達目標：  

1）日本薬局方の生爽総則および生薬試験掛こついて説明できる。   

2）代袈的な生薬を鋸Bりできる。（技㈲  
△3）代表的な生薬の確認試験を実施できる。（技胞  

△4）代表的な生薬の純度試験を実施できる。（村脚   
5）生薬の同定と品質評価掛こついて概説できる。   

（2）其の宝庫としての天然物  

一般目標：   

医薬品開発における天然物の重要性と多棟性を理解するために、自然界由来のシーズ（医薬品の副および  

抗生物質などに関する基本的知和と技能をイ参持する．   

【シーズの探索】   
到達目標：  

1）医薬品として使われている天然有㈲ヒ合物およびその誘導体を、具体例を挙げて税明できる。  

△2）シーズの探索に巽赦してきた伝統医学、民族植物学を例示して概説できる。  
△3）医凍原料としての天然物質の資源柵保に関して問題点を列挙できる。   

【天然物質の取扱い】   
到達目標：  

1）天物質の代表的な抽出牡、分離精製鍵を列挙し、実施できる．（技能）  
△2）代表的な天然有撒化合物の榊速決定阻こついて具体例を挙げて概説できる。   

l微生物が生み出す医療品】   

到達目標：   

1）抗生物質とは何かを説明し、化学構造に基づいて分類できる。   

【発酵による医薬品の生産】   
到達目標：   

1）微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程を概説できる。   

【発酵による有用物質の生産1   

到達目標：   

1）微生物の生産する代表的な糖質、酵素を列挙し、利用法を説明できる。   

（3）現代医療の中の生薬・漢方薬■  

一般目標：   

頸代医療で使用される草葉・漢方矧こついて理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漠方処方の適用、  
薬効刑臓こついての基本的知撒と技碓を儲尋する。   

【漢方医学の基礎】   
到達目標：   

1）漢方医学の特徴について概説できる。   

2）淡方策と民間薬、代替医療との相違につレ、て説明できる。   

3）漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。   
4）漢方処方と「証」との関係について概説できる。  
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2）インタTカレークーの作用竣序を図示し、説明できる。  

3）βうクタムを持つ医薬品の作用機序を化学的に説明できる。  

C・7 自然が生み出す薬物・  

一般目標：自然界に存在する物質を医薬品として利用するために、代表的な天然物質の起源、特色、臨床応用  
および天然物質の含有成分の単離、構造、物性、生合成系などについての基醐と、それらを活用するた  
めの基本的技能を修得する。   

（1）罪になる勒植鉱物  

「般目標：   

薬として用いられる動物・植物・鉱物由来の生薬の基棚を理解するために、それらの基原、性駄、含  
有成分、生合成、品質評価、生産と流温歴史的背景などについての基軸勺知乳およぴそれらを活用するた  
めの基本摘支給を修得する。   

【生薬とは何か】   
到達目標：  

1）代表的な生薬を列挙し、その特徴を説明できる。・   
2）生薬の歴史について概説できる。・  
△3）生薬の生産と流通について概説できる。   

●【薬用植物】   

到達目標：  

△1）代表的な琴称縫物の形憶を観察する。（技組   
2）代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを列挙できる。   

3）代表的な生薬の産地と韮麻植物の関係について、具体例を挙げて説明できるi  

△4）代表的な薬用植物を形傲らき似ている植物と区別できる。（技能）   
5）代表的な蒸用植物に含有される薬効成分を説明できる。   

【植物以外ゐ医薬資源】   
到達目標：   

1）動物、鉱物由来の医薬品について具体例を挙げて説明できる。   

【生共成分の構造と生合成】   
到達目標：   

1）代表的な生薬成分を化学柵造から分赦し、それらの生合成経路を概説できる。   
2）代表的なテ／レぺノイド‘坤等速を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   
3）代表的な執亡席己糖体の構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   
4）代表的なアルカロイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原綿物を挙げることができる。   

5）代表的なフラボノイドの構造を生合脚に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

6）代表的なフユニルプロパノイドの柵窒を生合成経路に基づいて説明し、その基原種物を挙げることができ  

る。   

7）代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原種物を奉げることができる。   

【膜、香粧晶としての利用】   
到達甘標：  

1）天然物質の農薬、香粧晶などの原料としての有用性について、具体例を挙げて説明できる。  

18  

2d   



【呼吸器系】   
到達目標：－  

1）肺、気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。  

【消化措系】   
到達目標：  

1）胃、／j、腸、大腸などの消化管について機能と構造を関連づけて説明できる。   

2）肝放、躇臥月旦矧こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【泌尿器系】   
到達目標：  

1）常軌膀胱などの泌尿器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【生殖器系】   
到達目標：  

1） 

【内分泌系】   
到達目標：  

1）脳下垂体、甲状腺、副腎などの内分泌系臓矧こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【感覚器系】   
到達目凄：  

1）限、耳、鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【血液・造血器系】   
到達目標：  

1）骨髄、牌臓、胸腺などの血鞭・造血器系腱について機能と構造を関連づけて説明できる。   

（2）．生命体の基本単位としての糾庖  

「股目標：   

多細包生物の成り立ちを納包レベルで理解するために、細胞の増殖、分化、死の制御と組紐構築に関する基  

本的知砕を修得し、それらを扱うための基本的技能を身につける。   

【細胞と組純】  
到達目標：  

1）細胞集合による組織構築について説明できる。   

2）臓器、組織を構成す‾る代穀的な細胞の種類を列挙し、形態的串よび機能的特徴を説明できる。  
△3）代表的な細包およてノ醐睦顕微鏡を用いて観察できるニ（技能）   

【細鱒踵】   

到達目標：  

1）細胞膜の構造と性質について説明できる。   

2）細胞幌を構成する代表的な生体分子を列挙し、その機能を説明できる。   

3）細胞膜を介した物質移動について説明できる。  

5）代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。   

6）漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し、その有効成分を説明できる。  
△7）漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較して列挙できる。   

【漢方処方の応用】   
到達目積：  

1）代表的な疾患に用いられる生薬及び漢方処方の応用、使用上の注意について概説できる。   

2）漢方薬の代表的な副作用や注意事項を説明できる。  

［生物系薬学を学ぶ】   

C8 生命体の成り立ち  
「役目棲：  

生命体の成り立ちを個休、器官、細胞レ′勺レで理解するために、生命体の構造と機能調節などに関する基本  
楓技舌鼓櫨度をイ断る。   

（1）ヒトの成り立ち  

一般目標：  

人体の基本構造を理解するために、各器官系の構造と機胞こ関する基本的知和を修得する。   

【概論】  
・到達目標：  

1）ヒトの身体を柄成する臓器の名称、形儲および確内での位促を説明できる。   

2）ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。   

【神経系】   
到達目標：  

1）中枢神経系の構成と機能の概要を説明できる。  

・2）体性神経系の構成と機能の概要を説明できる。   

3）自律神経系の柵成と機詑の概要を説明できる。   

【骨格系・筋肉系】   
到達目標：  

1）主な骨と関節の名称を挙げ、位偲を示すことができる。   

2）主な骨格筋の名称を挙げ、位位を示すことができる。   

【皮膚】   
到達目標：  

1）皮偶について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【循環器系】   
到達目標：  

1）心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。   

2）血管系について機能と構造を関連づけて説明できる。   

3）リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。  
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【亨削ヒ■吸収の調節蝕構】   
到達目標：  

■1）消化吸収における神経の役割について説明できる。   

2）消化、吸収におけるホノレモンの役割について説明できる。   

【体温の調節蛾構】   
到達目標：  

1）体温の調節機構を説明できる。   

（4）小さな生き物たち  

一般目機：  

微生物の基本的l蛾を理解するために、微生物の分類、構造、生活史などに関する基本的知識を修得し、併  

せて代表的な微生物取扱いのための基本的技能と憶度を身につける．   

【l   
到達目標：  

1）生憶系の中での微生物の役割について説明できる。   

2）原核生物と真核生物の違いを鋭明できる。   

【細菌】  
・到達目標：  

1）細菌の構撃と増榔を説明できる。  
△2）細菌の系統的分類について説明でき、主な細菌を列挙できる。   

3）グラム陽性菌と陰性歯、好気性菌と嫌気性菌の違いを説明できる。   

4）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアナスビロ′、←タ、放線菌についてその特性を説明できる。   

5）月謝磯田菌の役酬こついて説明できる。   

6）細菌の漣伝子伝達（横合、形栗箪入、形質幅換）について説明できる。  

【細胞内小器官】   

到達目標：  

1）坤胞内小器官解くミトコンドリア、ノJ、胞体、リソソーム、カレジ体、ペルオキシソームなど）の構造  

と機能を説明できる。   

【細胞の分裂と死】   
到達目標：  

1）体細胞分裂の機楓こついて説明できる。   

2）生殖細胞の分裂機構について説明できる。   

3）アポトーシスとネクローシスについて説明できる。   

4）正常細胞とがん細胞の違いを対比して説明できる。   

【細胞間コミュニケーション】   

到達目標：  

1）細胞間の接着珊造、享な細胞接着分子の種類と特徴を説明できるb   

2）主な細胞外マトリックス分子の種類、分布、性質を説明できる．   

（3）生体の機方巨御節  

一般日額：   

ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を個体レ／勺レで理解するために、生体のダイナミックな調節娩矧こ関  

する基本的知識を修頑する。   

【神経・筋の調矧幾構】   
到；垂目凛：  

1）神経系の興奮と伝導の調節機柵を説明できる。   

2）シナプス伝達の調節脚を説明できる。   

3）神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機桃の代表例を列挙し、概説できる．   

4）筋収和の調節機構を説明できる。   

【ホルモンによる調節放酵】   

到達目標：  

1）主要なホルモンの分泌機構および作用機構を説明できる。   

2）血糖の調節機構を説明できる。   

【循潰・呼吸系の調節放栴】   
到達目標．：  

1）血圧の調節機構を説明できる。   

2）肺および組織におけるガス交換を説明できる．   

3）廟・線溶系の機構を説明できる。  

【体液の調節抄構】   

到達目標：   

1）体液の調節衡柄を説明できる。   

2）尿の生劇脚臥床盈の調節機構を説明できる。  

【細菌毒索】   
到達目模：  

1）代表的な細菌毒素の作用を説明できる。   

【ウイルス】   
到達目標：  

1）代表的なウイルスの析造と増殖過程を説明できる。  

△2）ウイルスの分類法について概説できる。  

△3）代表的な動物ウイルスの培養法、定量法について説明できる。   

【其菌■・原虫∴その他の微生物】   

到達目標：  

1）主な其菌の性状について説明できる。  

△2）主な原虫、寄生虫の生活史について説明できる。   

【消奄と滅菌】   
到達目標：  

1）滅菌、消毒、防腐および殺菌、静菌の概念を説明できる。  

△2）主な消毒薬を適切に使用する。（技能・態度）  
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3）ビタミンの欠乏と過剰による症状を説明できる。   

（2）生命情報を：担う迫伝子  

一般目標：   

生命のプログラムである遺伝子を理解するために、核酸の構造、機能および代謝に関する基本的知識を修得  
する。   

【女クレオチドと核酸】   
到達目標：  

1）核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。   

2）DNAの構造について説明できる。   

3トRNAの構造について説明できる。   

【辿伝情報を担う分子】   
到達目標：  

1）遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。   

2）・DNA鎖とRNA鎖の顆似点と相遊点を説明できる。   

3）ゲノムと遼伝子の関係を説明できる。   

4）染色体の構造を説明できる。   

5）遺伝子の構造に関する基本的用語（プロモーター、エン／＼ンサー、エキソン、イントロンなど）を説明  

できる。   

6）RNAの税額と働きについて説明できるこ   

【怯写と翻訳のメカニズム】   
到達目標：  

1）DNAからRNAへの転写について説明できる．   
2）転写の調節について、例を挙げて説明できる。   

3）RNAのプロセシングについて説明できる。   

4）RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。   

5）リボソームの構造と機能について説明できる。   

【遺伝子の複製・変異・修復】   

到達目標∴   
1）DNA．の複製の過程について説明できる。   

2）遺伝子の変異・（突然変異）について説明できる。   

3）DNAの修復の過程について説明できる。   

【遺伝子多型】   
到達目標：  

1）一塩基変異（SNPs）が槻緒におよぽす影掛こついて概説できる。   

（3）生命活動を捜うタンパク質  

′一般目標■：   

生命活動の担い手であるタンパク質、酵素について理解するために、その構造、性状、代謝についての基本  

的知純を修得し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。  

△3）主な滅菌法を実施できる。（技青田  （OSCEの対彙）  

【検出方法】   
到達目凛：  

△1）グラム染色を実施できる。（技能）  
△2）無菌操作を実施できる。（技能）  

△3）代表的な細菌または其菌の分離増養、純培養を実施できる。（技能）  
△4）細菌の同定に用いる代表的な試験法◆牲化学的性状試験、血清型別試験、分子生物学的弼斜について  

説明できる。  

△5）代表的な細菌を同定できる。（技能）  

C9 生命をミクロに理解する・  

「般目標：   

生物をミクロなレノウレで理解するために、細胞の機餞や生命活動を支える分子の役割についての基本的知和  
を修得し、併せてそれらわ生体分子を取り扱うための基本的技能と態度を身につける。   

（1）細胞を構成する分子  

「般一目標：   

生命の活動単位としての御地の成り立ちを分子レベルで理解するために、その構成分子の構造、生合成、性  
状、・機能に関す右連木的無間を修待し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。   

【トけ呉】   

到達目標：  

1）脂質を分類し、構造の特徴と役割を説明できる。   
2）脂肪酸の称頬と役割を説明できる。   

3）脂肪酸の生合成経路を説明できる。   
4）コレステロールの生合成経路と代謝を説明できる。   

【糖賛】   
到達目標：  

1）カレコ」スの構造、性質、役割を説明できる。   
2）グルコース以外の代表的な単級、および二糖の聯、構造、性質、役割を説明できる。   
3）代表的な多糖の構造と役割を説明できる。  
△4）糖質の定性お、よび定量試験法を実施できるら（技細   

【アミノ酸】   

到達目標：  

1）アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。   

2）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代鰍こついて説明できも。  

△3）アミノ破の定性および定盤試験法を実施できる。（技胞   

【ビタミン】   
到達目標：  

1）水狩性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的陸風禰酵素や補欠分子として関与する生体内反応につ  
いて説明できる。   

2）脂溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性許と生理触能を説明できる。  
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7）エネルギー産生におけるミトコンドリアの役割を説明できる。   

8）AT？産生阻零物質を列挙し、その粗書機構を説明できる。   
9）ベントースリン酸回路の生理的役割を説明できる。  

10）アルコール発酵、苧L激発酵の生理的役割を説明できる。   

【飢餓状騒と飽食状憶】′   
到達目撰：  

1）グリコーゲンの役割について説明できる。   

2）塘新生について説明できる。   
3）飢餓状櫨のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。   

4）余剰のエネルギーを番えるしくみを説明できる。   

5）食餌性の血謄変掛こついて説明できる。   
6）インスリンとグル声ゴンの役割を説明できる。   

7）糖から脂肪酸への合成経路を鋭明できる。   
8）ケト原性アミノ酸と糖原性アミノ観こついて説明できる。   

（5）生餌性分子とシグナノl分子  

一般目標：  

生体のダイナミックな情報ネッ．トワーク脚を吻酎璃鵬レ～レで理解するために、代表的な情報伝達物質  
の種籾、作用発現機構などに関する基本的知瓢を修得する。   

【ホルモン】   
到達目標：  

1）代表的なべプチド性ホルモンを挙げ、その産生臓器、生理作用および分泌調節機構を岱明できる。  
．2）代表的なアミノ酸誘導体ホルモンを挙げ、その構温産生臓器、生理イ乍用および分泌調節機構を説明で  

きる。   
3）代表的なステロイドホルモンを挙げ、その構造、醜生理作用および分棚節機構を説明できるb   
4）代表的なホルモン異常による疾患を挙げ、その病億を説明できる。   

【オータコイドなど】   
●到達目標：   

1）エイコサノイドとはどのようなものか説明できる。   
2）代表的なエイコサノイドを挙げ、その生合成経路を鋭明できる。   
3）代表的なエイコサノイドを挙げ、その生理的意義（生理活性）を説明できる。   
4）主な生理活性アミン（セロトニン、ヒスタミンなnの生合成と役割について説明できる．   
5）主な生理汚性ペプチド（アンギオテンシン、プラジキニンなど）の役割について鋭明できる。   

6）一酸化窒素の生合成経路と生体内での役割を説明できる。   

・【神経伝静物質】   
到達目標：   

1）モノアミン系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   
2）アミノ酸系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   
3）ペプチド系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   

4）アセチルコリンの生合成経濾、分解経路、生理浄性を説明できる。  

【タンパク質の構造と棟把】   

到達目標：  

1）タンパク質の主要な機能を列挙できる。   

2）タンパク質の一次、二次、三次、四次構造を説明できる。   

3）タンパク質の横能発現に必要な翻訳後修飾について説明できる。   

【酵素】   
到達目標：  

1）酵素反応の締性を一蜘勺な化学反応と対比させて説明できる。   

2）酵素を反応様式により分類し、代表的なものについて性質と役割を説明できる。   

3）酵素反応における補酵素、◆微量金属の役割を説明できる。   

4）酵索反応速度苫創こついて説明できる。   

5）代表的な酸素活性調節脚を説明できる。  

△6）代表的な酵索の活性を測定できる∴（技能）   

【晰以外の機能タンパク質】   

到達目標：  

1）細胞内外の物肇や情租の授受に必要なタンパク質（受容体、チャネルな打の構造と槻能を概説できる。   
2）物質の輸送を担うタンパク質の構造と機能を概説できる。   

3）血妹リポタンパク質の種類と拙能を概説できる。   

4）細胞内で情報を伝達する主要なタンパク質を列挙し、その機能を概説できる。   

5）細胞骨格を形成するタンパク質の種類と役割について概説できる。   

【タンパク質の取扱い】   
到達目標：  

△1）タンパク質の定性、定丑試験法を実施できる。（技能）   
2）タンパク質の分離、精製と分子丑の測定法を説明し、実施できる。蜘潤い・技有卦  ゝ  

△3）タンパク質のアミノ閻配列決定法を説明できる。   

（4）生休エネルギー  

ー般目棟：   

生命活動が生体エネルギーにより支えられていることを理解するために、創勿成分からのエネルギーの誕生、  
および瓶脂質、タンパク質の代掛こ関する基本的知識を修得し、．それらを取り扱うための基本的技能を身  

につける。   

【栄猿楽の利用】   
到達目標：  

1）食物中の栄鶉成分の消化・吸収、体内過般について概説できる。   

【AⅡ？の匪生】   

到達目標：  

1）皿が高エネルギー化合物であることを、化学構造をもとに説明できる。   

2）僻地系について説明できる。   

3）クエン酸回路について説明できる。   

4）電子伝達系（酸化的リン酸†出について説明できる。   

5）脂肪酸のβ百財ヒ反応について説明できる。   

6）アセチ／レCoAのエネルギー代謝における役割を説明できる。  
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ClO 生体防御  

一輝目標：   

内的、外的安居によって生体の匝劉生が崩れた時に生ずる変化を理解するために、生体防御機構とその触綻  
による疾軋および代表的な外的要因としての病原微生物に関する基本的知糀と技能を修得する．■   

（1）身体をまもる  

一般目標：  

ヒトの主な生体防御反応について、その機構を組織、細胞、分子レベルで理解するために、免疫系にl廻する  

基本的知穐を修特する。   

【生体防御反応】   
到達目標：  

1）自然免疫と硬得免疫の特徴とそのi軌、を説明できる。   

2）異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアーにつ∨、て説明できる。   

3）補体について、その悟性化経路と機能を説明できる。   

4）免疫反応の特徴（自己と非自己、特異性、記憶）を説明できる。   

5）クローン選択説を鋭明できる。   

6）体根性免疫と細胞性免疫を比較して説明できる。   

【免疫を担当する組織・細胞】   
到達目標：   

1）免疫に関与する組織と細胞を列挙できる．   

2）免疫担当細胞の廟と役割を説明できる．   

3）食細胞が自然免疫で果たす役割を説明できる．   

4）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。   

【分子レ′勺レで見た免疫のしくみ】   
到達目標：・  

1）抗体分子の種類、構造、役割を説明できる。   

2）MHC抗原の構造と機能およ≡び抗原援示経路での役割について説明できる。   

3）T細胞による抗原の駆軌について説明できる。   

4）抗体分子およびT細胞抗原受容体の多様性を生み出す機構（遺伝子再構成）を概説できる。   

5）免疫系に関わる主なサイトカイン、ケモカインを挙げ、その作用を説明できる。   

（2）免疫系の破綻・免疫系の応用  

「股目棟：   

免疫反応に基づく生体の異常を理解するために、代表的な免疫関連疾患についての基本的知織を修得する。  
併せて、免疫反応の臨床応用に関する基本的知悶と技能を身につける。 ′   

【角度系が関係する疾息】   

到達目標：   

1〉アレルギーについて分類し、’埴当細胞および反応機構を説明できる。   

2）炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。   

3）代表的な自己免疫疾患の特徴と成因について説明できる。   

4）代表的な免疫不全症候群を挙げ、その特徴と成因を説明できる。  

【サイトカイン・増殖因子・ケモカイン】   
到達目標：  

1ト代表的なサイトカインを挙げ、それらの役割を概説できる。  

◆皇）代表的な増殖因子を挙げ、それらの役割を概説できる。  
△3）代表的なケ干カインを挙げ、それらの役割を概説できる。   

【細胞内情報伝達】   
到達目標：．  

1）細胞内情報伝達に関与するセカンドメッセンジャーおよびカルシウムイオンなどを、具体例を挙げて説  

明できる。 
2）細胞膜受容体からGタンパク系を介して細胞内へ情報を伝達する主な経路について概説できる。   

3）細包膜受容座タンパぞ質などのリン酸化を介しで「青報を伝達する主な経路について概説でき畠．   
4）代表的な細包内（核内）受容体の具体例を挙げて説明できる。   

（6）迫伝子を操作する  

「般目梯：   

′Vオテクノロジーを薬学領域で応用できるようになるために、遮伝子操作に関する基本的知級、技能、態  

度を修得す鼓   

．【脚免作の基本】   

到達目標：  

1）組換えDNA技術の概要を説朋できる。  
△2）細胞からDNAを抽出できる。（技能）  
△3）DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法により分陳できる。（技能）  

△4）組換えD仙実験指針を理解し守る。（櫨度〉  

△5）迫伝子取扱いに関する安全性と倫矧こついて配放する。（態度）   

【迫伝子のクローニング技術】   

到達目標：  

1）過伝チクローニ㌢グ法の概要を脱明できる。   
2）d〕NAとゲノミヅクDNAの速いについて説明できる。   
3）過伝子ライブラリーについて説明できる。   

4）PCR故による迫伝子増幅の原理を説明レ、実施できる。蜘珊・技昔日   

5）R仙の逆転写と逆転写酵素について説明できる。   

6）DNA塩基配列の決定法を説明できる。  

△7）コンピューターを用いて特徴的な塩基配列を検索できる。（技能）   

【退転子機陀の解析技術】   
到達目標：   

1）細胞㈲職）における特定のDNAおよびRNAを検出する方法を説明できる。   

2）外来迫伝子を細胞中で発現させる方法を概説できる。  

△3）特定の遺伝子を濫入した砂臥あるいii特定の辿伝子を破壊した動物の作成法を概説できる．  

△4）迎伝チエ学の医療分野での応用について例を挙Iヂて説明できる。  
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巨   

11）真率（アス～レギルス、クリプトコックス、カンジグ、△ムーコル）ゐ微生物学的特徴とそれが引き起   
こす代表的な疾患について概説できる。  
12）代表的な原虫、寄生虫の代表的な疾患について概説できる。  
13）プリオン感染症の病原体の特徴と発症拗序について概説できる8   

【感当症の予防】  

到達目標  
1）院憾について、発生要因、感染経路、原因微生物、およびその防止対策を概説できる。  

【免疫応答のコントロール】   

到達目標：  

1）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。   

2）細菌、ウイルス、寄生虫などの感染症と免疫応答との関わりについて説明できる．  

3）臓轡楓こ関与する免疫血こについ領明できる。  
△4）代表的な免疫賦活療時について概説できる。   

【予防接種】   
到達目標：  

1）予防接種ゐ原理とワクチンにつレ）て説明できる。   

2）主なワクチン（生ワクチン、不精化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン）について基本的特徴を説明  

でき号8   

3）予防接種について，その種類と実施状況を説明できる。   

【免疫反応の利用】   
到達目標：  

△1）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作製方法を説明できる。   

2）抗原抗体反応を利用した代表的な検査方法の原理を説明できる。  

△3）沈降、凝集反応を利用して抗原を検出できる。（技青む  

△4）EuSA法、ウエスタンプロット法などを用いて抗原を検出、判定できる。（技船   

（3）感染症にかかる  

一般目標：・   

代表的な感染症を理解するため、病原微生物に関する基本的知撒を修得する。   

【代≡鼓的な感染症】   
到達目標：   

1）主なDNAウイルス（△サイトメガロウイルス、△EBウイルス、ヒト〈ルくスウイルス、△アデノウ  
イルス、△パルボウイルスB19、B型肝炎ウイ／レス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる．   

2）主なRNAウイルス（△ポリオウイルス、△コクサッキーウイルス、△エコーウイルス、△ライノウイ  
ルス、A型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、△麻疹ウイルス、△ムンブスウ  

イルス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

3）レトロウイルス任ⅡⅤ、打mⅥが引き起こす疾患について概説できる。   

4）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細薗学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について  

概説できる。   
5）グラム陰性球菌（淋菌、△髄膜炎菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説で  

きる。   
6）グラム陽性梓菌向変傷風菌、△ガス旗症菌、ボツリヌス薗、△ジフテリア菌、△炭症菌）の細菌学的特  
徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。   
7）グラム陰性梓薗（大腸菌、赤痢薗、サノレモネラ菌、△チフス薗、△ベスト薗、コレラ菌、△百日咳菌、  

腸炎ビブリオ菌、緑隙臥△プノレセラ薗、レジオネラ菌、△インフルエンザ菌）の細菌学的特徴とそれ  

が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   
8▼）グラム陰性スビリルム尻病原菌（ヘリコバククー■ビロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表  

的な疾患たっいて概説できる。   
9）抗酸菌（結核菌、非定型抗酸酎の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について鱒説できる．  

10）スビロへユタ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的  
な疾患について概説できる。  
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【健康と環境】   

Cll地脈  
一般目標：  

人とその集団の健康の維持、向上に貢献できるようになるために、栄蓑と地政現代社会における疾病とそ  
の予防に関する基本的知瓢、弧．態度を修得する。   

（1）栄養と健康  

一般目標：   

健腕植樹こ必要な栄華を科学的に鋤けるために、栄輩索、代臥食品の安全性と狩生管理などに関する基  
本的知経と技能を修得する。   

【栄喪索】   
到達目標：  

1）栄養素（三大栄養鼠ビタミン、ミネラノりを列挙し、それぞれの役割について鋭明できる8   
2）各栄養素の消化吸収、代謝のプロセスを概説できる。   
3）月旨質の体内運紬こおける血揆リポタンパク質の栄猥学的密漁を説明できる。   
4）食品中めタンパク質の栄華的な価値（栄矧酌を説明できる。   
5）エネルギー代謝に関わる基礎代謝盈、呼吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。   
6）栄養素の栄養所要盈の恐掛こついて説明できる。   
7）日本における栄猿摂取の現状と問温熱こついて説明できる凸   

8）栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。   

【食品の品質と管理】   
到達目標：   

1）食品が腐敗する機構について説明できる。   
2）湖旨が変放する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。衡識・技有鉛   
3）食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。   

4）食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。   
5）食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機梓を説明できる。   

6）代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。   

7）食品添加物の法的規制と間凰尉こついて説明できる。  

△8）主な食品添力胸中詳除法を実施できる。（技胞   
9）代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明できる。  
10）遺伝子組換え食品の現状を説明し、．その間温和こついて討詰する。（知識・態度）  
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【健康とは】   

到達目標：  

1）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。   

2）世界保健機構（Ⅴ拓王○）の役割について概説できる。   

【疾病の予防とは】   
到達目標：  

1）疾病の予防について、一次、二次、三次予防という青菜を用いて説明できる。   

2）疾病の予防における予防接種の意義について説明でぎる。   

3）新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。  

△4）疾病の予防における薬剤師の役割について討放する。（態度）   

【感染症の現状とその予防】   
到達目標：  

1）現代における感染症（日和見感染、院内感染、．国際感染症など）の特徴について説明できる。   

2）新興感染症および再興感染症について代表的な例を挙げて説明できる，   

3）－、二、三頼感染症および代表的な四類感染症を列挙し、分類の根拠を説明できる。   

4）母子感染する疾患を列挙し、その予防対う捌こついて説明できる。   

5）性行為感染症を列挙し、その予防対策と治療について説明できる。   

6）予防接種法と結核予防法の定める定期予防接碓の種棟を挙げ、援軍卸春期などを説明できる。   

【生活習慣病とその予防】   
到達目標：  

1）生活習慣病の嘩類とその動向について説明できる。   

2）生活習慣病のリスク要因を列挙できる。   

3）食生活と喫煙などの生活習恨と疾病の関わりについて説明できる。   

【職業病とその予防】   
到達目標：  

1）主な職業病を列挙し、その原因と症状を説明できる。  

C12 環境  
一般目標：   

人の健康にとってより良い環境の維持と向上に冥献できるようになるために、化学物質の人への影響、およ  
び生活環境や地球生態系と人の健康との関わりについての基本的知瓢、良能、態度を修得する。   

（1）・化学物質の生体への影響  

一般目標：   

有事な化学物質などの生体への影響を回避できるようになるために、化学物質の毒性などに関する基本的知．  

識を修得し、これに関連する基本的技能と態度を身につける。   

【化学物質の代謝・代別的浄財ヒ】   

到達目標：  

1）代表的な有害化学物質の吸収，分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。   

2）第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できるこ   

3）第二相反応が関わる代酎、代謝的活性化について概説できる。  
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【食中毒】   
到達目標：  

1）食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる．   
2）代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品およ  
び予防方法止っいて説明できる。   

3）食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。   
4）代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障害について概説できる。   
5）．化学物質（重金属、残留農薬など）による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及l欄を説明で  
きる。   

（2）社会・集団と健康  

一般目標：  

社会における集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把捉するために保健統計と疫学に関する基本  
的知識、技能、態度を修得する。   

【保健統計】   
到達目標：  

1）集団の健康と疾病の現状を把捜する上での人口統計の意義を概説できる。   
2）人口静態と人口動態iこついて説明できる。．   
3）国勢調査の目的と意義を説明できる。   
4）死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明できる。   
5）人口の将来予測に必要な指壊を列挙し、その意義について説明できる。◆   

【健康と疾病をめぐる日本の現状】   
到j垂目標：  

1）死因別死亡率の変遷について説明できる。  

■2）日本における人口の推移と将来予測について説明できる。   
3）高齢化と少子化により．もたらされる問題点を列挙し、討鶴する。蜘糀・憧度）   

【疫学】   
到達目標：  

1）疾病の予防における疫学の役割を説明できる。   
2）疫学の三要因（病因、環境巽臥宿主要因）について説明できる。   
3）疫学の種板信己述疫学、．分析疫学なn とその方法について説明できる。   
4）患者■対照研究の方準の概要を説明し、オッズ比を計罪できる。伽弧・技青む   

5）要因・対照研究（コホート研究）の方法の概要を説明し、相対危険度、寄与危険度を計算できる。（知掛  
技昔日．  

△6）医薬品の作用・副作用の調査における疫学的手法の有用性を概説できる。  
△7）疫学データを解釈する上での注意点を列挙できる。   

（3）疾病の予防  

⊥般目標：   

公衆相生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、職業病についての現状とその予防に関する基本的  
知綴、技能」態度を修得する。  
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【地球環境と生態系】   
到達目標：  

1）地球環境の成り立ちについて概説できる。   

2．）生態系の柄歳旦を列嘩し、その特徴と相互関係を説明できる。  
△3）人の健辟と環境わ関係を人が生態系の一見であることをふまえて討放する。（値度）   
4）地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。   

5）食物連鎖を介した化学物質の生物濃紺こついて具体例を挙げて説明できる。   
6）化学物質の坑境内動億と人の健康への影響について例を挙げて説明できる。   
7）環境中に存在する主な放肘性核磯」天然、人力を挙げ、人の健康への影矧こついて説明できる。   

【水環境】   
到達目標：  

1）原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。   

2）水の浄化法につし†て説明できる。   
3）水の塩素処理の原理と開腹尉こついて説明できる。   
4）水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知撒・技能）   

5）下水処理および排水処理の主な方故について説明できる。   
6）水質汚濁の主な指標を水域ごとに列挙し、その意味を説明できるd  

△7）DO，BOD，CODを測定できる。（技能）   
8）富栄財ヒの原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対節を説明できる。   

【大気環境】   
到達目標：   

1）空気の成分を説明できる。   
2）主な大気汚染物喫を列挙し、その推移と発生楓こついて説明できる8   
3）主な大気汚染劫噺の温度を測定し、性能紗掛こついて説明できるb伽弛・技能）   

4）大気汚染に影響する気象要因（逆転屑など）を概説できる。   

【室内環弊】   
到達目標：  

1）室内沫眞を評価するための代表的な指慄を列挙し、測定できる。蜘識・技石粉   

2）室内環境と健康との関係についで説明できる。   
3）室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明できる。   

4）シックハウス症候群について概説できる。   

【廃棄物】   
到達目標：   

1）廃棄物の種類を列挙できる。   
2）廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。  
△3）医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。（技陀・態戯   
4）マニフェスト制度について説明できる。   

5）Pm法について概説できる。   

【環境保全と法的規紺  
到達目標：   

1）典型七公賓とその軍政、および四大公害について説明できる。   

2）環境基本法の理念を説明できるこ  
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【化学物質による発がん】   
到達目標：  

1）発がん牲物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を鱒明できる。   

2）変異原性試験仏me日経など〉の原理を説明し、実施できる。（知識・技肥   
3）発がんのイニシエーションとプロモーションについて概説できる。  
△4）代表的ながん逓伝子とがん抑制連伝子を挙げ、それらの異常とがん化との関連を説明できる。   

【化学物質の毒性】   
到達日額：  

1）化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。   
2）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質を列挙できる。   
3）重金属、頗、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性蓉性の特徴について  

説明できる。・   

4）重金属や徳性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。   
5）毒性討肇の結果を評価するのに必要な丑・反応関係、開催、鰻重性免田OAEL）・などについて概説でき 

る。   

6）化学物質の安全摂取丑（1日許容摂取丑など）について説明できる。   
7）▲有事化学物矧こよる人体影曙を防ぐための法的規制“ヒ審法など）を説明できる。   
8）環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）が人の健康に及ぼす影型を説明し、その予防策を提尭ナる。（態度） 」   

【化学物矧こよる中額と処置】   
到達目標：  

1）代表的な中毒原因物質の解毒埋没を説明できる，  
△2）化学物質の中馨迫、作用器官、中毒症状、救急処置法、解海浜を換索することができる。（技能）   

【昭靴放射線の生体〈の影壁】   
到達目標：  

1）人に影顧を与える砥都放射線の裡類を列挙できる。   
2）亀朝蜘寸線静掛こおける線放と生体損傷の舶を体外被曝と体内被曝に分けて説明できる．   
3）髄鞘放射線および放射性核種の標的臓誇・組織を挙げ、その感受性の差異を説明できる。   
4）電再脚寸線の生体影叩に変化を及ぼす因子（酸索効果など）について説明できる。   

5）亀推覿寸線を防御する方法につい‾q胱説できる。   
6）旬班托放射線の医療への応用について概説できる。   

【非確都政射線の生体への彪野】   
到達目標：   

1）非喝雛放射線の種類を列挙できる。   

2）紫外線の種類を列挙し、その時微と生体に及l憫について説明できる。   
3）赤外線の種類を列挙し、その特徴と生体に及I棚について説明できる∴   

（2）生閻境と健康  

一般目標：   

生態系や生活教範を保全、紬寺ナるために、それらに影準を及ぼす自然現象、人為的活動を理解し、環境汚  
染物質などの成因、人体への影竿乳汚染防止、汚染除去などに関する州と技能を修得し、珊汚の改替  
に向かって努力する態度を身につける．  
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△3）実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。（技掲   

（2）薬の効き方I  

r般目標：  

神経系、相澤岩系、呼吸器系に作用する粛勿に1娼する基本的知識を修得し、その作用を検出するための基本  

的技能を身につける。   

【中枢神経系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な全身麻酔薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な催眠薬を挙げ、その燕理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代襲的な鋏痛薬を挙げ、その耕作用、秘事、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な中枢神経疾患（てんかん、イく－キンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬を挙げ、その薬  

理作用、機序、主な副作用について説明できる。   
5）代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病など）の治療兼を挙げ、その莱理作用、機序、主な副作用につ  

いて説明できる。  

△6）中枢神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。   

【自御】経系に作用する薬】   
到達目標：  

1）交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、牧序、主な副作  

用について説明できる。   
2）副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、拗序、主な副  
作用について説明できる。   

β）神経節に作用する代表的な拗を挙げ、薬理作用、他市、主な副作用について説明できる。  

△4）自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。（技育幻）△技能であるからCBTには馴染ま  

ない   

【知覚神経系・遁枠l｝経系に作用する薬】   

到避目凛：  

1）知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、典型作用、機序、主な副作用にちいて説  
明できる。   

2）堰動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。  

△3）知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる．（技首旨））－   

【循環器系に作用する薬】   
到達目標：   

1）代表的な抗不整脈薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な心不全治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な虚血性心疾患拾療薬を挙げ∴薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

【呼吸器系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な呼吸興奮薬を麹ヂ、薬理作東機序、主な高一作用について説明できる。   
2）代表的な鍵該・去疲薬を挙げ、薬理作用、披序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な気管支喘息治療薬を挙げ、薬理作用、榔序、主な副作用について説明できる。  
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3）大気汚染を防止するための法規制について説明できる。  

4）水質汚濁を防止するための法規制について説明できる。  

【薬と疾病］   

C13薬の効くプロセス  

「般目標：   

医薬品の作間する過程を理解するために、代表的な薬物の作用、作用機序、および体内での運命に関する基  
本的知識と態度を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。   

（1）其の作用と生体内運命  

一般目棲．：   

作用都位に達した薬物中盤と作用により薬効が決まることを理解ナるために、薬物の生体内における動きと  
作用に関する基本的知識、技能、態度をイ参侍する。   

【其の作用】   
到達目標：  

1）薬物の用放と作用の関係を説明できる。   

2）アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。   

3）薬物の作用するしくみについて、受容体、酵素およぴチャネルを例に奉げて説明できる。   

4）■代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるいは阻著された場合の生理反応を説明できる。   

5）薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明で  
きるb   

6）薬効に個人差が生じる要因を列挙できる。   

7）代表的な濾物相互作用の牧序について説明できる。   

8）薬物依存性について具体例を挙げて説明できる。   

‘【薬の運命】   
到遠目標：  

1）薬物の体内勅憶（吸収、分布、代謝、排亨齢 と粟軌発現の関わりについて説明できる。   

2）薬物の代衆的な投与方法（剤形、投与経路）を列挙し、その意義を説明できる。   

3）経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶研など）を説明できる。   

4）薬物の生体内分布における循環系の重要性を説明できる。   

5）生体内の薬物の主要な排泄経路を、例を挙げて説明できる．   

【薬の副作用】   
到達目壊：  

1）薬物の主作用と副作用（有事作用）、確性との関連について説明できる。   

2〉副作用と有密事象の逝いについて説明できる。   

【動物実験】   

到達目標：  

△1）動物実験における倫理について配慮する。（旗度）  

△2う代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる。（技㈲  
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【化学襟造】   
到連日棟： 
1）上記の薬物のうち代表的なものについて基本構造を示すことができる。   

（4）薬物の臓器への到達と消失  

一般目標：   

薬物の生体内運命を理解するために、吸収分布、代臥排他の過程に関する基本的知識とそれらを解析す  

るための基本的技能を修得する。   

【吸収】   
到達8標：  

1）薬物の主な吸収部位を列挙できる。   

2）消化管の構造、機能と薬物吸収の関係を現明やきる。   

3）受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴を説明できる。   

4）能動輸送の特徴を説明できる。   

5）非経口投与彼の薬物吸収について昏鵬矧」に説明できる。   

6）薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。   

【分布】   
到達目標：   

1）薬物が生体内に取り込まれた後、鯛描聞で濃度差が生じる要因を説明できる。   

2）薬物の脳への移行について、その機構と血敵髄慨門の意巌を脱明できる。   

3）薬物の胎児への移行について、その機構と血液一胎姫関門の藩義を説明できる。   

4）薬物の体液中での存在状憶（血膜タンパク結合など）を組織への移行と関連づけて税明できる。   

5）薬物分布の変動要因（血流傲、タンパク結合阻分布容孜など）について説明できる。   

6）分布容積が著しく大きい代表的な産物を列挙できる。  

△7）代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。（技柑   

【代謝l   

到達目標：   

1）薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位を列挙して説明できる．   

2）薬物代謝が薬効に及ぼす影響について説明できる。   

3）輿桝七別様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙できる。   

4）シトクロムP・45Dの構造、性質、反応様式について説明できる。   

5）薬物の酸化反応について具体的な例を挙げて説明できる。   

6）薬物の澤元・加水分解、抱合について具体的な例を挙げて説明できる。   

7）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、．阻害、加齢、SNPsなど）について説明できる。   

8）初回通過効果について説明できる。   

9）肝および固有クリアランスについて説明セきる。 

【排泄I   

到達目標ご   
1）常における排泄機構について説明できる。   

2）腎クリアランスについて説明できる。   

3）糸球体ろ過速度について鋭明できる。   

4）胆汁中排他について説明できる。   

5）脚‡循環を戎明し、代表的な腸肝循環の薬物を夕l摩できる。  
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【化欄   
到達目標：  

1）上記の薬物のうち代表的なものについて基本構造を示すことができる。   

（3）薬の効き方Ⅱ  

「般目標：   

内分泌系、子削ヒ器系、腎、血液・・造血器系、代謝系、炎症、アレルギーに作用する薬物に関する基本的知許  
を修得する。   

【ホルモンと薬】   

到達目標：  

1）ホノレモンの分泌異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、機序、主な副作用を鋭明できる。   

2）代表的な糖質コノレチコイド代用薬の薬理作用、機序、臨床応用および主な副作用について説明できる。   

3）◆代表的な性ホノレモン代用薬および括抗粟の薬理作用、槻序、臨床応用および主な副借利こついて説明で  

きる。   

【消化器系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な胃・十二指腸潰瘍治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   
2）その他の消化性疾患た対する代表的愉庶薬を挙げ、薬理作用、槻序、主な副作用について説明できる。 

3）代表的な催吐薬と制吐薬を挙げ、作用挽序および主な副乍用につい七説明できる。   
4）代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、薬理作用、脈主な副作用について説明できる。   

5）代表的な輔疾患治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について鋭明できる。   

【腎に作用する薬1   

到達目標：  

1）利尿薬を作用執事別に分類し、卿および主な副作用について説明できる。   

【血液ご造血器系に作用する英】   
到達目標：  

1）代袈的な止血薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   
2）代表的な抗血栓薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代表的な造血薬を挙げ、作用概序と主な副作用について説明できる。   

【代謝系に作用する薬】   
到達目標：   

1）代表的な糖尿病治庶薬を挙げ、作用槻序と主な副作用について説明できる。   

2）代襲的な高脂血症治療薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代衆的な商尿酸血症・痛風治摂薬を挙げ、作用梯序と主な副作用について説明できる。   

4）カノレンウム代謝調節・骨代謝に関連する代衷的な治療薬をあげ、薬理作用、機序、主な副作用について  

説明できる。   

’【炎症・アレルギーと薬】   
到達目標：   

1）代表的な炎症治療薬を挙げ、作用機序串よび主な副作用について説明できる。   

2）僚性関節リウマチの代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。   

3）アレレギーの代表的な治療薬を車状作用披序、臨床応用、および主な副作用たっいて現明できる。  
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【症尉   
到達目標：  

1）以下の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を説明できる。   

発熱、頭痛、発疹、黄症、チアノーゼ、脱水、浮腫、悪心ノ嘔吐、喋下障奮、腹痛・下痢、   

便秘、腰部膨満、貧血、出血傾向、胸痛、心惇冗進・動悸、高血圧、低血圧、ショック、   
呼吸取払咳、口掲、月経異常、痛み、意純障奪、う謳脚草書、知覚障害、記憶陪審、しび  

■ れ、けいれん、血尿、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力障害、めまい   

【症候と臨床検査値】   
到達目標：  

1）代表的な肝臓酬郵査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   
2）代表的な腎臓搬能検査を列挙し、その検査値の異常から雄凱はれる主な疾病を挙げることができる。   

3）代表的な呼吸故紙検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾鱒を挙げることができる。   

4）代表的な心臓機能頒査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   

5）代表的な血液および血液凝個傾査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること．が  

できる。   
6）代表的な内分泌・代朝棋風こ関する検査を列挙し、そゐ検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。   

7）感染時および炎症時に醒められる代表的な臨床検査値の変動を述べることができる。   

8）悪性腫瘍に関する代表的な臨床検査を列挙し、脚はれる腫瘍部位を挙げることができる。   

9）尿および糞便を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。  
10）動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、その検査値の軌末的意義を鋭明できる。  
11）代表的な／くイタノレナインを列挙できる。   

（2）1疾患と薫物鴨頗（心臓疾患等）  

一般目棲：  

将来、適切な薬物治療に貫麟できるようになるために、心臓と血管系疾患、血按・造血器疾患、消化器系疾  

患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施  
に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【薬物治療の位置づけ】   

到達目標：  

1）代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療外科手術、食事療法など）の位置づけを説明できる。   

2）適切な治療薬の選択について、薬効薬理、薬物動態に基づいて判断できる。（知識・技青田   

【ノL職・血管系の疾恩】  

．到達目標：  

1）心臓および血管系における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）不整脈の病態生理、適切な治疲薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）心不全の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）■高血圧の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

5）虚血性心疾患の病態生理、適切な治療、およびその使用上の注意について説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。  

閉塞性動脈硬化症、心原性ショック  

6）唾液一礼汁中への排泄について説明できる。   

7）尿中排泄率の高い代表的な薬物を列挙できる。   

【相互作用】   
如連日壕：  

1）薬物動態に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。   

2）■薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。   

（5）薬物動態の解析  

一般目標：   

薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解できるようになるために、薬物動態の理論的解析に関する  
基本朗知穐と技能を修得する。．   

【薬効学】   
到達目標：  

1）薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、・概説できる。   

2・）薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明できる。   
3）線形1・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた亨十算ができる。（知撒・技青む  

△4）線形2・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。（知識・技能）   

5）線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明できる。   

6）生物学的半減期を説明し、計算できる。（知織・技吉日   

7）全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知撒t技能）   

8）非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明できる。   

9）モデ／レによらない薬物動慮の解析法を列挙し説明できる■。  

△10）薬物の肝および腎クリアランスの計許ができる。（技青む  

△11）点滴静注の血中混度計弥ができる。（技能）  

△12）連続投引；おける血中濃度計許ができる。（技胞   

【T℃M（I一触ra匹u血DmgMon血血∂】   
到達目標：  

1）治療的薬物モニタリングmM）の意義を説明できる。‾   
2）mMが必要とされる代袈的な薬物を列挙できる。  
△3）薬物血中汲度の代表的な測定法を実施できる。（技碓）  

△4）至適血中浪度を剤臼寺するための投与計画について、薬効学的パラメーターを用いて説明できる。  

△5）代表的な薬物についてモデルデータから投与計画をシミュレートできる。（技青扮  

C14 薬物治療  
一般目標：   

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化など的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用汝・用故  

の設定および各々の医薬品の「使用上の注乱を考慮した適正な薫物渦靡に参画できるようになるために、薬  

物治療に関する基本的知和と技能を修得する。   

（1）一体の変化を知る  

「役目標：   

身体の病的変化を病態生理学的に理解するために、代数的な症候（呼吸困難、発熱など）と臨床検査値に関  

する基本的知識を修得する。  
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【呼吸器・胸部の疾患】  

到達目標：  

1）肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺乳齢の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について  

説明できる。  
声）以下の疾患について概説できる。  

上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳癌   

【内分泌系疾患】  
到達目棲：  

1）■ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げることができる。   

芦）甲状腺榔ヒ異常症の病値生理、適切な治療薬、およぴその故用上の注慈について説明できる。   

3）クッシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）以下の疾患について概説できる。  

上皮小体機能品常症、、アルドステロン症、◆ァジソン病   

【代謝性疾患卜  
到達目標：  

1）糖尿病とその合併症の病膿生理、適切な治療薬、およびその使用上の注憩について説明できる。   
2）高脂血症の病態生理、適切な櫓療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

3）描尿酸血症・痛風の病態生理、適切な治療薬、およぴその佐用上の注意について説明できる。   

【神経・筋の疾患】   
到達目標：  

1）神経・筋に関する代表的な疾患を挙げることがで号る。   

2）脳血管疾患の病纏生理、適切な治吸およびその使用上の注意について説明できる。   

3）てんかんの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

4）パーキンソン病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）アルツノ＼イマー病の病懐生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

郎以下の疾患について概説できる，  

重症筋無力症、．脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、月肱－i創動随監血発作、脳血管性痴呆   

【綺合演習】  
到達目壕：  

△1）指定された疾患例について必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案す卑ことができる。   

（4）疾患と薬物治療飾当判I疾患等）  

一般目壕：   

将来適切な薫物治療に貢献できるようになるために精神疾應、耳鼻咽喉の疾患、皮膚の疾患、眼疾息、  

感染症、アレルギー・免疫疾患、骨・関節疾患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に隣す‾る基  
本的知識を修得する。併せて、薬物治肢実施に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【精神疾患】   
到達目標：   

1）代表的な精神疾患を挙げるこ七ができる。   

2）統合失調症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意に？いて説明できる。  
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【血液・造血器の疾患】  

一到達目標：  

1）血液・造血器における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）・貧血の病態生理、適切な治療薬、およびその鮭用上の注意について説明できる。   

3）白血病ゐ病態生理、・適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）播種性血管内凝固症候群旺叩）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明で  

きる。   
5）以下の疾患について概説できる。  

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・塞栓   

【消化器系疾患】   
到達目標：  

1）消化器系の普脚IJ（食道、胃・・十二指腸、小腸・大腸、胆道、肝臓、膵㈱に代表的な疾患を挙げること  

ができる。   
2）消化性潰瘍の病應生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   
3）腸炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）胴炎・月間変の病態生理、適切な拍療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）膵炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意につい七説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。■  

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障審、旭石症、虫垂炎、クローン病   

【；敵合演習】   

到達目標：  

△1）■指建された疾患例にづいて必要な情報を収集し、適切な薬物渦療法を考案することができる。（技1㈲   

（3）疾患と薬物憺頗（腎臓疾牌）  

一般目標：   

将来，適切な薬物治療に貢献できるようになるために、腎臓と尿路の疾患、生殖器疾患、呼吸器・胸細弧・  
内分竜必系の疾患、代謝性疾怨、神経・筋疾患、およぴそれらの治療に用いられる代衷的な医薬品に関する基本  
的知珊を修得する。倒せて、薄物治療実施に必要な冊報を自ら収典するための基本的技能を身につける。   

【腎臓・尿路の疾患】   
到達目標：   

1）腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができる．   

2）腎不全の病憶生理、適切な治療罪、およぴその使用上の注意について説明できる。   

3）ネフローゼ症候畔の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注酎こついて説明できる。   

4）以下の疾患について概説できる。  

糸球体腎炎、糖尿病性腎症、尿路感染症、薬剤性腎症、尿路結石   

【生槻】   

到達目標：  

1）男性および女性生殖器に関する代表的な疾患を挙げることができる。   

2）前剥朋巴大症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注寮について説明できる。   

3）以下の疾患について概説できる。  

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症  

l。   

42  

48  

47  




